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主要な研究結果
１

伝統的な田舎や地元の食物が北極の人々の文化と栄養素
の摂取の中心であり続けているが、それが汚染物質への曝露
の主な原因でもある。
• 北極で見られるほとんどの地元の野生食物は、栄養価が高
く、汚染物質が少ないことが知られているが、これらの食
物の一部、特に特定の種の海洋哺乳類の特定の部位を摂取
することにより、北極の人々はさまざまな残留性有機汚染
物質（POPs)および有害な金属にもさらされている。

２
北極の人々の食生活は変化していて、プラスとマイナ

スの結果をもたらしている。
• 多くの北極の人々は、より西洋化された食事に移行して来て
いる。その利点としては、妊婦の血中の汚染物質レベルの低
下がある。悪影響としては、肥満の増加、代謝障害、および
高糖質および加工食品の摂取に関連する歯の問題が含まれる。
またこの変化により、多くの人々の栄養素、特にビタミンD
とヨウ素の摂取量が減少した。

• 食料安全保障（安全で栄養価が高く、文化的に適切な食料を
物理面、社会面、経済面で確保できることに関する尺度）は、
一部の北極の人々にとっての懸念事項である。３

北極の人々から測定された多くの汚染物質のレベル
は低下しているが、一部の北極の人々のPOPsのレベルは、
北極以外の地域の人々と比較していまだ高いままである。メ
チル水銀およびパーフルオロアルキル物質とポリフルオロア
ルキル物質（PFAS）も依然懸念の原因である。
• 世界中で広く規制されているにもかかわらず、POPsのレベ
ルは、北極以外の多くの地域と比較して、グリーンランド、
フェロー諸島、ヌナビク（カナダ）などの一部の北極の
人々の間では依然として高い。たとえば、北極の人々の
PCB-153の濃度は、世界中で報告されている範囲の上限付
近にある。

• 北極7か国の妊婦の水銀レベルの比較研究では、グリーンラ
ンドとヌナビクで最も高い平均濃度が測定された。世界的
な評価によると、非北極圏の国々と比較して、グリーンラ
ンド、ヌナビク、およびフェロー諸島の成人と子供でより
高いレベルの水銀が報告された。

• PFASは、北極のほとんどの人々で検出されているが、さま
ざまなPFASのレベルとその割合は地域によって異なる。グ
リーンランド、スウェーデンとヌナビクでは、PFNAや
PFDAなどの一部の長鎖PFASに関する濃度の上昇が見られ
ている。
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北極の汚染物質は、健康への悪影響に関連している。
• 食事の際の一部のPOPs、PFAS、および水銀などの金属への
曝露は、脳と免疫系に悪影響を及ぼし、小児肥満のリスクを
高め、後年における2型糖尿病のリスクを高め、胎児の成長
と発育に悪影響を与える可能性がある。

• 高レベルの水銀を含む食品は、オメガ-3脂肪酸の心血管系の
利点を損なう可能性がある。水銀毒性はまた、有害な神経学
的アウトカムと関連していて、オメガ-3脂肪酸の有益な効果
を説明できていない研究では、それが過小評価されている可

能性がある。
• 遺伝的体質、生活様式、栄養状態、および汚染物質などが相
互作用して、癌、生殖に対する有害作用のリスクや、胎児と
子供の成長、代謝性疾患、神経系障害等への強い影響を及ぼ
す。一部のPOPs、PFAS、フタル酸エステルなどの汚染物質
への曝露は、北極でのがんの発生率の増加に一役を担ってい
る。

４

５

６

北極の人々に関して、汚染物質に関連する健康リスクを
より適切に評価および比較を行うには、リスク評価のための
調和のとれた方法と新しいモデルを開発し、管轄地区全体に
同じように適用する必要がある。
• 健康を守るために設計されたPOPsおよび金属のガイダンス
値は、管轄地区によって異なる値を設定している。これらの
ガイダンス値は、推定食事摂取量、不確実性に対する対応、
保護の対象となる人々、ガイダンスの目的、およびガイダン
スを発行する組織の権限などの要因に基づいて異なる。

• 過去20年間で、水銀と鉛のガイダンス値を超えている個別の
曝露数は減少した。グリーンランドとヌナビクでは、特に夏
と秋の水銀レベルが高い田舎の食物が旬である時期に、依然
として超過が見られている。

• 北極の人々のリスク評価には複雑な過程がある。新しいリス
ク評価の方法とモデルを開発する必要があるだけでなく、曝
露と健康への影響との関連を推定する研究プロトコルの間で
より多くの調整が必要である。環北極圏における評価作業の
多くが、異なるプロトコルが使用されている場合に、複数の
研究結果を統合することが難しいことを明確に示している。

リスクコミュニケーションは北極の人々の健康への悪影
響を減らすのに役立つが、長期的には汚染源で出される汚染
物質を減らすことが必要である。
• 北極諸国での汚染物質に関するリスクコミュニケーションで
は、POPsやその他の汚染物質に関するガイダンスも提供さ
れているが、主には胎児の発育や幼児の健康へのリスクがあ
る、水銀の曝露の回避に焦点があてられている。

• 効果的なリスクコミュニケーションには、信頼できる関係、
的を絞った定期的なコミュニケーション、および個別化され
たタイムリーなメッセージ伝達が必要である。興味本位の
メッセージや警告などの強いメッセージは、リスクコミュニ
ケーションの目的を損なってしまい、伝統的な田舎や地元の

食物を消費することの安全性に関する長期的な混乱と心配に
つながる可能性があり、その結果、店頭で購入した西洋食品
への移行を強めてしまう。

• 汚染物質の多い食物を避けるための現実的な選択肢と方法を
示しながら、伝統的な田舎や地元の食物を消費することの多
くの利点を伝達するというバランスの取れた情報と明確な
メッセージを提供することが重要である。たとえば、水銀と
POPsは、一部の海洋哺乳類や特定の大型の捕食性魚類に高
レベルで見られるが、食物連鎖の下位にある伝統的な田舎や
地元の食物を食べることで曝露を最小限に抑えることができ
るのである。



概要
海流、河川、および大気は、産業および農業の汚染物質をよ
り低い緯度から北極へ運び、そこで植物や動物に蓄積する。
生物濃縮として知られている過程を通じて、これらの汚染物
質は食物網を上へ行くにつれて次第に濃縮され、北極の広い
地域で伝統的な田舎と地元の食物の重要な素材である海洋哺
乳類および捕食性魚類で最高の濃縮レベルに達する。これら
の化学物質の多くは、人々の健康への悪影響に関連する。こ
れらの汚染物質の影響は相互に作用し、特定の栄養素の有無
によってそれがさらに変化する可能性がある。曝露状況、食
事、生活様式、およびその他の状況が北極全体では大きく異
なり、地域ごとにリスクと健康への影響に差が生じる。
北極で懸念されている汚染物質は、次の3つの主要なグループ
に分類される。
• 残留性有機汚染物質（POPs）：環境中での残留性、生物蓄
積性、長距離移動性、および毒性に基づいてストックホルム
条約の下にリストされている化学物質である。北極でのそれ
らの存在は、主に長距離移動性に由来する。例としては、農
薬（DDTなど）や難燃剤（例：PBDE）または表面保護剤
（PFOS、PFOA）などの工業用化学薬品がある。

• 金属：例としては、鉛、水銀、カドミウムなどがある。
• 北極で新たに懸念されている化学物質：現在（2020年時点）
はストックホルム条約に登録されていないが、懸念物質とな
る恐れがあるとして北極の生態系での存在が学術的に認識さ
れている化学物質の大きなグループを指す。ほとんどは現在
使用されているが規制されていない化学物質であり、一部は
禁止されている化学物質の代替品である。北極でのそれらの
存在の一部は消費者向けの製品に含まれていて、長距離輸送
と北極内の地元の発生源の両方に起因している可能性がある。
例としては、ストックホルム条約にまだ登録されていない
PFAS、現在使用されている農薬（CUP）、有機リン酸エス
テル（OPE）などがある。
本「政策決定者向けの要約」は、1998年以来AMAPによって
発行された健康に関する5番目の評価報告書であるAMAP
Assessment 2021: Human Health in the Arctic（AMAP評価
2021：北極の人々の健康）の主要な研究結果の概要を提供す
る。完全版報告書は、北極全域からの科学的データを使用し、
いくつかの先住民の視点を含めて、北極の汚染物質と人々の
健康の問題に関する知識の現状の概要をまとめている。本報
告書には、過去の報告書で特定された不足情報に関する最新

情報が含まれていて、北極におけるPFASのこれまでで最も総
合的な状況（北極の人々におけるPFASのレベルとPFASへの
曝露による健康への影響の両方）、および北極の食事の変化
とそれが健康へ及ぼす影響についての詳細な議論を初めて提
供している。さらに、本報告書は、汚染物質への曝露に関連
する健康リスクを推定するためのさまざまな取り組み方法を
精査し、リスクコミュニケーションの有効性に関する新しい
情報を提供している。本報告書に含まれる情報は全て引用文
献を参照し査読を経て公開された結果に基づいている。さら
に、本評価報告書自体も厳格な査読の対象であった。汚染物
質への曝露に関係した健康上のアウトカムの研究結果は、汚
染物質が健康上のアウトカムの唯一の原因であることを必ず
しも意味しているわけではない。

本報告書が重要な理由
AMAP評価の結果は、北極の人々の汚染物質曝露の傾向、汚
染物質への曝露に関係した健康上のアウトカム、食事の変化
の影響、リスク評価とコミュニケーション、および研究の優
先順位に関する政策関連の情報を提供している。この情報は、
残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約、水銀に関
する水俣条約、およびその他の規制努力に関する過去および
将来の活動を伝達し、検証するために重要である。また、公
衆衛生の専門家に情報を提供するためにも重要であり、そし
て、すべての北極の人々に関連があり、重要性があるもので
ある。

COVID-19および北極の先住民社会
COVID-19によるパンデミックは、本評価報告書の準備中
に発生した。パンデミックの発生によって、先住民組織に
よる先住民の知識と自己決定の重要性を示した迅速な対応
など、北極先住民の地域とコミュニティ間で、多くの類似
点があることを浮き彫りにした。同時に、パンデミックは、
これらのコミュニティがすでに直面していた課題の上に、
追加の健康ストレス要因をもたらし、医療、インフラ、お
よびその他のサービスにおける地域間格差を露呈させた。
パンデミックから回復し、将来起こりうる他の出来事に備
えることは、諸政府にとって、先住民と協力して、脆弱性
の原因となった深刻なインフラの欠陥を是正し、北極全体
で経験した健康上の課題を強調する良い機会を提供してい
る。



曝露の諸経路

一般的に汚染物質への曝露の主な経路は人々が摂取する食
物である。これは、伝統的な田舎や地元の食物を豊富に摂
取する北極の人々にとって特に関係がある。海洋哺乳類、
特に食物連鎖の上位にいるハクジラの脂身は、POPsのレ
ベルが高いことがよくある。一部の海洋哺乳類の肉や臓器、
および捕食性魚類の肉や臓器には、高レベルの水銀や
PFASが含まれている。ロシアからのデータに基づくと、
野生植物、魚介類、海藻には、ヒ素、カドミウム、アルミ
ニウムなどの重金属が高濃度で含有する可能性がある。北
極の人々にとって、これらの食料源はすべて、汚染物質へ
の曝露の重要な経路であることを表している。伝統的な田
舎や地元の食物は地元の文化とウエルビーングの中心であ
り、多くの北極の人々にとっての重要な栄養源でもあるた
め、ジレンマを生み出している。
曝露は他の経路でも起こる。たとえば、妊娠中および授乳
中の母親は、胎盤ないし母乳、あるいは両方を介して子供
に汚染物質が渡る可能性がある（ただし、このリスクは、
母乳育児の多くの重要な利点を考慮して検討する必要があ
る）。PFASなどの一部の汚染物質は、消費生活用製品に
も含まれている。北極の一部の地域における人々の鉛への
主な曝露源は、銃用の鉛弾の使用であると考えられている。
北極の人々にとって、食事は汚染物質への重要な曝露源で
あり、伝統的な田舎や地元の食物は、北極の8か国で異な
る。海洋哺乳類は、カナダ、アラスカ、およびロシア極東
のイヌイットの人々の食事の重要な部分である。グリーン
ランドでも伝統的に重要であったが、最近では陸生動物の
摂取量を増やす方向に移行している。陸生哺乳類は、フィ
ンランド、スウェーデン、ノルウェー、カナダの一部、お
よび北極ロシア西部の先住民の主食である。アイスランド
では魚の消費量が特に多いが、他の北極諸国の先住民と非
先住民の両方においても魚の消費量が多い。

北極の人々の食事の変化がヨウ素とビタミンD摂取
量に及ぼす影響
特に北欧諸国の北極圏では、魚と乳製品が、食事におけ
る主要なヨウ素源であった。ヨウ素添加塩はアイスラン
ドやノルウェーで広くは入手できないため、魚と乳製品
の摂取減少という食生活の移行により、両国では、特に
若い女性の間で、ヨウ素摂取量が減少している。ノル
ウェーでの研究では、妊婦のヨウ素摂取量の低下と学校
での子供の成績の低下、言語発達遅滞、行動スキルへの
影響、注意力欠如症状スコアの増加との間に関連性があ
ることがわかった。
アラスカでの研究では、魚の消費量の減少と並行して、
1960年代以降、女性、乳児、子供の間でビタミンDのレ
ベルが大幅に低下していることが報告されている。骨変
形や歯科疾患などの他の懸念に加え、ビタミンD欠乏症
は自閉症スペクトラム障害を発症する可能性のある危険
因子としても提案されている。
フィンランドは、栄養強化プログラムと新しい栄養補助
食品ガイドラインの発行を通じて、ビタミンD消費量減
少を逆転させることに成功し、2007年から2017年の間に
ビタミンDの摂取量を倍増させた。
北極、特に冬季の日照時間不足は、ビタミンD欠乏症に
関係している。最近エビデンスでは、環境有害物質がさ
らにビタミンD欠乏症を引き起こす可能性があることを
示唆する。



全体の食事に占める伝統的な食物の割合
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北極の人々の食事は変化している
伝統的な田舎や地元の食物を収穫して消費することは、土地と
のつながりを育み、収穫を分かち合うことの文化的恩恵を受け
るため、北部の先住民の精神的、文化的、肉体的、精神的な健
康とウエルビーングに基本的に貢献する。

「私たちの伝統的な食物は、カロリーや栄養素以上のものである。
それらは私たちの文化全体の生命線であり、生態系全体の健康を
反映している。」
Inuit Circumpolar Council-Alaska（2015）: Alaskan Inuit Food
Security Conceptual Framework: How to Assess the Arctic from
an Inuit Perspective.（アラスカのイヌイットの食料安全保障に関
する概念的枠組み：イヌイットの観点から北極をどのように評価
するか）

しかし、北極の人々は、入手のしやすさ（交通インフラの開発な
ど）や、伝統的な田舎や地元の食物中の汚染物質による健康への
影響への懸念などの理由から、ここ数十年で店頭で購入する西洋
食品に向かっている。

図1. 1953〜2018年のグリーンランドの町および村での伝統的な食物
の消費量。

食事の変化が健康にマイナスかプラスかは、摂取している西洋化し
た食品の種類、伝統的な食事に含まれている特定の要素、および伝
統的な食事が維持されている程度によって異なる。食事のリスクと
利益についてのコミュニケーションは不可欠である。

これらの変化の詳細と早さは北極の各国間で、また各国内
で異なるが、一般的に、この変化は都市部と町で最も大き
く、村や遠隔地のコミュニティでは伝統的な田舎や地元の
食物が食事の大部分を占めている（図１を参照）。
北極での食事の変化による健康への影響はまちまちである。
伝統的な田舎や地元の食物の消費量を減らすことの利点と
しては、妊婦の血中汚染物質の大幅な減少や、場合によっ
ては野菜や果物の摂取増加が含まれる。同時に、肥満、糖
尿病、および加工食品の消費量の増加に少なくとも部分的
に関連するその他の代謝性疾患の増加、甘い飲み物の消費
量の増加に関連する歯の健康の低下、魚や他の伝統的な食
物の消費量の減少に関連するオメガ3脂肪酸、ビタミンD、
およびヨウ素の摂取量の減少などの悩ましい傾向が研究に
より報告されている。店頭で購入した食品への依存度が高
まったことも、食料不足に対する不安を引き起こしている。

食料不足が一部の地域で懸念されている
食料不足に対する不安は、人々が胃袋を満たし、食事の好
みを満たすのに十分な食物への物理的およびまたは経済的
に困難な場合に発生する。ヌナブト準州（カナダ）の世帯
の調査によると、食料不足を報告している世帯は2010年か
ら2014年の間に増加し、全世帯の3分の1からほぼ半分に増
加した。店頭で購入した食品は高価である可能性があるし、
自給自足、持続可能な生計、食料主権というコミュニティ
の目標には貢献しない。ロシアでは、長い期間、家族が店
頭で食物を買う余裕がないことがよくある。海氷の状態を
予測できなくなることが増えることにより、伝統的な田舎
や地元の食物を確保することがより困難になるなど、気候
変化はまた一部の地域では食料不足の一因となっている。
北極の一部の国では、国、地域、地元のイニシアチブが食
料安全保障と食料主権（「AMAP評価2021：北極の人々の
健康」の完全版の事例研究で説明）を改善する作業に着手
している。これには、他の管轄区域も従うべきモデルとし
て役立つ可能性のあるいくつかの革新的な取り組みが含ま
れている。たとえばカナダでは、イヌヴィアルイト居住地
域（ノースウェスト準州北部）に伝統的な食物の処理のた
めのトレーニング施設が設立され、そこには栄養価の高い
長期間保存のきく一年中食べられる商品を作るための伝統
食処理技術に関する知識とスキルを住民に提供する10日間
のコースが設置された。

町



北極居住者の汚染物質のレベル

北極の多くの住民の血中POPsのレベルは、地域によって
異なるが、1990年代以降低下している（図2を参照）。
ただし、北極の一部地域では、POPsのレベルは非北極国
や北極以外の地域と比較して、数倍高いままである。ほ
とんどのPOPsに関する北極住民の最高の濃度は、グリー
ンランドとフェロー諸島、ヌナビク（カナダ、ケベック
州北部）、および沿岸のチュクチ地区（ロシア北東部）
で測定されている。
北極の妊婦の血中水銀レベルの測定値も1990年代以降急
激に低下しているが、ヌナビクとグリーンランドのレベ
ルは他の北極地域のレベルの4〜5倍のままである。北極
カナダと北極ロシアの一部の地域で最も高いようである
が、血中鉛レベルも一般的に低下している。特定のケー
スであるが、金属への曝露は点汚染源の近くでより高く
なる可能性がある。たとえば、ロシアのムルマンスク州
のペチェンガ地区にある鉱山やその他の点汚染源の近く
に住む住民は、マンガン、コバルト、ニッケル、銅、亜
鉛、ヒ素、鉛のレベルが高い。
入手可能なPBDE（ハロゲン置換ジフェニルエーテル）
の測定値は、北極の大部分で一般的に低レベルを示して
いて、多くのPBDE同族体の濃度がいくつかの地域で検
出限界を下回っている。これに関する唯一の例外はアラ
スカである。

世界中で広く規制されているにもかかわらず、POPsのレ
ベルは、北極以外の他の多くの地域と比較して、グリー
ンランド、フェロー諸島、ヌナビクなどの一部の北極の
人々の間では依然として高いままである。



PFNA 
PFDA 
PFUnDA

パーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）、パーフルオロオクタン酸
（PFOA）、パーフルオロノナン酸（PFNA）、およびパーフルオロデカン酸
（PFDA）などのPFAS（パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロア
ルキル化合物）に関するデータは、さまざまな傾向を示している。データが
入手可能な地域について、規制対象になっている２つのPOPs、すなわち
PFOSとPFOAは減少しているが、長鎖PFAS（PFNA、PFDA、および
PFUdA）は、グリーンランド、ヌナビク、およびスウェーデンで増加してい
るようである（図3を参照）。入手可能なデータは、PFNAの最高レベルがヌ
ナビクとグリーンランドにあることを示している。さらに、PFOSは、北極の
ほとんどで減少しているにもかかわらず、依然として最も目立つ測定された
PFASである（図4を参照）。伝統的な田舎や地元の食物（特に海洋哺乳類）
は、POPsおよび重金属への主要な曝露源であることが知られている。 ただ
し、PBDEおよびPFASに関する消費生活用製品を含む複数の曝露源について
は、より多くの情報が必要である。

図2. カナダのヌナビク（上）とグリーンランドの
ディスコ湾（下）におけるイヌイット妊婦の
POPs濃度の幾何平均値。

図3. ウプサラのスウェーデ
ン人の初産婦における
PFASの幾何平均濃度。
産後3週間で採取した
サンプル。

図4. 北極国におけるPFASの血中濃度。成人および妊婦の幾何学平均および算術平均として得られたデータ。
算術平均として表示されるデータには、アスタリスク（*）が付いている。
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汚染物質によって生じる人々の健康への影響
北極で見つかった水銀、鉛、PCB、PFASなどの汚染物質は、人間、特に胎児や子供の発育中の健康への悪影響が知ら
れ疑われている。生活様式、食事と栄養、および遺伝が、これらのリスクに影響しうる。

神経行動学的影響
妊婦の水銀曝露の増加は、運動機能、注
意力、言語能力、および記憶力の低下を
含む、小児期後期のいくつかの神経学的
アウトカムや、より低いIQ、注意力の課
題と注意欠陥多動性障害（ADHD）のリ
スクの増加と関連している。追跡調査は、
これらの影響が恒久的である可能性があ
ることを示唆している。また、出生後の
メチル水銀への曝露が、神経学的有害ア
ウトカムと関連しているかもしれないと
いう議論は続いている。
水銀毒性の神経行動学的影響は、オメガ-
3脂肪酸の有益な影響を説明できていな
い研究では過小評価されている可能性が
ある。
北極でのPOPsへの曝露は、行動や神経
発達に影響を与える可能性があるが、強
力な証拠は得られていない。北極の多く
の地域で進行中の食事の変化の影響とと
もに、汚染物質が、神経行動障害に関連
しているビタミンDとヨウ素の欠乏の一
因となる可能性もある。

はしか、おたふく風邪、風疹の予防接
種は、汚染物質への曝露による喘息や
アレルギーのリスクを軽減するようで
ある。

生殖への影響
北極での研究によると、汚染物質は、
男女両方の不妊症や生殖能力の低下な
ど、生殖の健康に悪影響を及ぼす。妊
娠前および妊娠中のPOPsおよび金属
への曝露は、胎児の発育および成長に
影響を及ぼし（PFOA、図5を参照）、
生涯にわたって子供に健康上のリスク
をもたらす可能性がある。POPsと水
銀への曝露は、男性の出生比率を高め
る可能性もある。北極では妊娠中の喫
煙は依然として比較的多く、胎児の成

長に影響を及ぼし、胎児のカドミウム
などの金属への曝露を増加させる可能
性がある。さらに、母乳育児を介して
のPOPs曝露は、新生児の成長に影響
を与える可能性がある。

心血管系への影響
水銀への曝露は、高血圧や心臓発作の
リスクの増大を含む心血管疾患に関連
しているようである。魚は主要な水銀
の曝露源であるが、心血管の健康を促
進する有益なオメガ-3脂肪酸の源でも
ある。高レベルのオメガ3脂肪酸と低
レベルの水銀を含む魚種のより多くの
消費を促すことは、北極の人々の心血
管疾患の予防に役立つ可能性がある。

免疫学的影響
POPsへの曝露は、喘息、アレルギー、
炎症性腸疾患などの炎症に関連する慢性
疾患のリスクの増加など、免疫系への悪
影響に関連しているようである。これら
のいくつかの化学物質への曝露は、
PFASへの曝露は、破傷風およびジフテ
リアワクチンの有効性を低下させる可能
性がある一方で子供の血液中の白血球数
の減少にも関係しており、これらは免疫
系の一般的な弱体化を意味している。 図5. 2010年から2015年までのグリーンランドの妊婦のPFOAへの曝露（ミリリットルあたりの

ナノグラム）と出生時体重（グラム）。図の各点は、出生時体重（y軸）とPFOA（x軸）
の調整済み平均残余値（観測値と予測回帰直線の間の距離）による表示である。

出生時体重の残余値、g 部分回帰プロット（PFOA対出生時体重）

PFOAの残余値、ng/ml



内分泌系への影響
PCB、有機塩素系農薬、PFASなど、
いくつかの種類のPOPsは、内分泌か
く乱物質となりうる。これらの化学物
質への曝露は、人間の成長、生殖、神
経、心臓血管、および免疫への悪影響
につながる可能性がある。研究による
と、POPs、PFAS、PBDEは、ヨウ素
欠乏症と同様に、北極の甲状腺ホルモ
ン濃度に影響を与える可能性がある。
いくつかの研究は、POPsへの曝露と
肥満との関係を示唆していて、POPs
への出生前曝露はインスリンレベルに
影響を与えることによって2型糖尿病
などの代謝性疾患に役割を果たす可能
性がある。糖尿病を発症するリスクは、
亜鉛や水銀やカドミウムなどの有害金
属への曝露によっても増加し、オメガ
-3脂肪酸の摂取によって減少するとみ
られる。

発がん性物質の影響
北極における特定の先住民の癌は、ま
すます公衆衛生上の懸念となっている。
研究によると、POPs、重金属、PFAS、
およびフタル酸エステル類への曝露は、
北極の乳がんやその他のがんのリスク
を高めることが示されている。ダイオ
キシンなどのPOPsとB型肝炎ウイルス
との相互作用が、北極の人々の肝臓が
んの高発生率に関係しているとみられ
る。

健康リスクに影響する要因
遺伝的変異は、汚染物質への曝露に
よって引き起こされる健康リスク、お
よび北極で進行中の食事と生活様式の
変化に関連する健康リスクに影響を与
える可能性がある。一部の人は、癌、
パーキンソン病、代謝障害、生殖能力
の低下、その他の病気や障害などを含

む遺伝子構成（場合によっては性別）
によって化学物質への曝露によるリス
クが他の人よりも大きくなる可能性が
ある。
いくつかの研究は、北極の先住民が寒
冷気候や伝統的な田舎や地元の食物へ
の遺伝的適応によって時間とともに進
化し、その結果として生じる遺伝的構
成が後年における糖尿病や癌の発症を
高める可能性があることを示唆してい
る。
遺伝や感染だけでなく、喫煙習慣や栄
養などの生活様式や食事の要因が健康
上のリスクに影響を与える可能性があ
る。さらに、人々がさらされる化学物
質の混合物が健康上のリスクに影響を
与える可能性がある。

乳がんなど、西洋の生活習慣に関連するがんの大幅な増加が観察されている。
POPsと重金属は潜在的な発がん性物質であり、北極でのがんの発生率の増加
に役割を果たす可能性がある。

カナダ・ケベック州北部・ハドソン湾のピュヴィニテュク病院
にいる生後1日目の赤ちゃん

カナダ・ケベック州北部・ハドソン湾のピュヴィニテュク病院
の研修生助産師による、生後1日目の赤ちゃんの足跡の撮影



ロシアの最大許容濃度（MAL）
の超過パーセンテージ
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健康リスク評価

人々は、身体への影響という点で相互に作
用する可能性のある汚染物質の混合物にさ
らされている。栄養、生活様式、基礎とな
る健康状態、遺伝などの他の要因も、健康
に対する汚染物質の影響に関係する。この
ような現状が、特に食物の消費パターンが
世界の他の地域とは大きく異なる可能性が
ある北極で、汚染物質への曝露による健康
リスクを評価することを困難にしている。
北極を対象としたコホート研究が、これら
の集団における曝露と健康アウトカムとの
関係を記述する上で重要な役割を果たす可
能性がある。
各国および国際的な関連機関は、食品中の
一部の重金属およびPOPsの最大許容限度
を設定している。ロシアは、海洋哺乳類組
織の汚染物質に制限を設けている唯一の国
である。最大許容限度および関連する指針
レベルの値は、評価日、推定曝露量、分析
測定、サンプリングおよびその他の方法、
および不確実性の扱いの違いにより、北極
の管轄地区全体で様々である。また、その
数値の基本的な性格も異なっている。たと
えば、一部の管轄地区では食品中の汚染物
質の最大濃度を設定し、その他の地区では
推奨される最大食事摂取量を設定し、血中
の基準濃度を設定している。

ニューチャプリノのユピク村の猟師。コククジラを屠殺して、脂身とマクタック
（皮）の一部を扱いやすい大きさに切り、コミュニティ全体に食料として提供し
ている。
Checheykiyum海峡
ベリンギア国立公園、プロヴィデンスキー地区、チュクチ自治管区、極東ロシア

図6. ロシアのチュクチ沿岸の各種食物サンプル中のヒ素とカドミウムの量（最高濃度値）の
ロシアの最大許容濃度（MAL）に対する超過量。 0％の線はMALを表している。



健康リスクを軽減するため行われている活動
北極諸国の政府は、公衆衛生勧告やその他の形式のコミュニ
ケーションを使用して、汚染物質のリスクだけでなく、伝統
的な田舎や地元の食物の利点、特に海洋食物連鎖の低位の食
物および、陸上の食物を消費することの利点について北極の
人々に通知している。北極諸国におけるリスクコミュニケー
ションのほとんどは、胎児の発育への水銀曝露と幼児の健康
によってもたらされるリスクを対象としているため、魚や他
の海産物の水銀レベルに焦点をあてている。フィンランド、
アイスランド、スウェーデンなどの一部の国では、他の汚染
物質に関する消費指針を配布している。
リスクコミュニケーションを成功させるには、発信者とその
対象読者との間に信頼関係を構築できるパートナー関係が必
要である。意識の向上と維持を効果的にするためには、メッ
セージは明確で、タイムリーで、一貫性があり、繰り返され、
地域的および文化的に適切であり、バランスが取れていて、
対象集団に合わせてカスタマイズされている必要がある。リ
スクメッセージの発信については、対象読者のメンバーと一
緒に開発・試行するべきであり、オープンで透明性があり、
一般的な形で提供される必要がある。メッセージとコミュニ
ケーションの方法は、それらの有効性を知るため、調査また
はその他の手段を通じて客観的に評価し、必要に応じて微調
整する必要がある。
伝統的な田舎や地元の食物からの健康リスクなど、議論が続

くトピックに関するリスクコミュニケーション活動は、強力
な証拠に基づく理由を備えておく必要がある。そうでない場
合、対象読者は変化に対して懐疑と抵抗を高める可能性があ
る。
ソーシャルメディアは、リスクコミュニケーションにおいて
有用なツールであり、非公式の双方向コミュニケーションを
可能にし、対象読者との関係を構築するのに役立つ。リスク
コミュニケーションが、誤解を招き、センセーショナルにな
り、ソーシャルメディアやその他の媒体で傷つけることにな
ることもあるが、ソーシャルメディアは、適切に監視されて
いれば、悪い噂をすばやく明らかにし、誤った医療アドバイ
スを鎮めるための効果的なツールになる可能性がある。
北極諸国における健康リスクコミュニケーションの取り組み
の有効性を評価した研究はほとんどない。デンマークと米国
での研究では、対象を絞り個別化されたメッセージ発信が妊
婦の水銀曝露を減らすのに効果的であることがわかった。カ
ナダでの経験は、先住民と協力して開発すること、そして伝
統的な田舎や地元の食物の消費に関するリスクと利益のバラ
ンスのとれた公衆衛生メッセージを発信することが最も効果
的であることを示唆している。コミュニケーションだけでは、
北極の人々の汚染物質のレベルを確実に下げることはできな
い。環境への汚染物質の放出を減らすための国際協定と国内
規制が、長期的に見るとより効果的であり持続可能である。

One Arctic, One Health
人間の健康、動物の健康、環境の健康が相互に関連し、相互
に依存していることを認識する「One Health」の概念は、北
極の環境変化に関連する多数の課題に対処するための有用な
全体論的取り組みになっている。
2015年に開始された北極評議会の「One Arctic、One Health
プロジェクト」は、北極地域の強靭性を向上させ、健康リス
クを軽減することを目標として、さまざまな北極の「One
Health」の懸念事項にわたる地域の知識の共有と調整を強化
するために計画されている。これまで、このプロジェクトは、
研究ネットワーク、共同科学プロジェクト、および一連の
ワークショップ、机上演習、および会議などを推進し実施し
てきた。伝統的な生態学的知識と地域の観測は、「One
Health」取り組みの不可欠な要素であり、「One Arctic、One
Healthプロジェクト」では、参加型のコミュニティベースの
取り組みに焦点があてられている。 図7.「One Health」の枠組み。出典：アラスカ大学フェアバンクス校
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知識のギャップと優先すべき研究
AMAP評価2021：北極の人々の健康は、将来の研究において優先すべきいくつかの重要な知識と
分野のギャップを特定した。

曝露の諸経路
• 健康、経済、地域の状況、文化的レジリエンス、持続可
能性を考慮しながら、伝統的な食物と店で購入した西洋
食品を比較してリスクベネフィット分析を実施する。

• 特定の人間集団、地理的、および社会的サブグループ間
の食事の変化の影響について、より多くの研究を実施す
る。モニタリングと研究を拡大する必要性は、わずかな
北極の先住民しか評価していないロシアについては特に
明白である。

• 学者と北極の先住民の社会および組織の間で協力して食
事に関する研究の優先事項を特定し、その研究で使用す
る知識の共同生産に基づく取り組み方法を開発する必要
がある。伝統的な食物と市場の食品の両方の種類を含む、
全体的な食料システムを調査する必要がある。

• 様々な人々の集団およびいかなる時点においても、より
正確な比較を可能にするために、食事摂取量、食品の安
全性、健康上のアウトカム、および北部の食料環境など
の評価方法を調整する。また、性別や年齢別の消費方法
の違いも考慮する必要がある。

• 北極の人々のビタミンDとヨウ素のレベルを監視し、サプ
リメントと摂取強化の必要性を評価する。

• PBDEおよびPFASの曝露源（消費生活用製品を含む）に
関する理解を深める。

生体監視
• POPs、金属、および北極で新たに懸念されている化学物
質の変化傾向を明確にするために、妊娠中の女性を含む
生体監視の取り組みを継続および拡大する。

• 汚染物質のレベルが高い従来の食料は特定の季節に大量
に消費されることが多いため、生体監視の取り組みでは
サンプル採取の時期を決定する際には季節性を考慮に入
れる。

• 北極で懸念されている新たな化学物質を含める形で、生
体監視の研究を拡張する。

健康への影響
• コホート研究の活用を支援し拡大する。コホート研究は、
北極の人間集団における曝露と健康アウトカムを関連付
けるために重要である。

• 汚染物質への曝露が健康への影響に及ぼすメカニズムを
特定するための研究をさらに多く実施する。多くの研究
は、汚染物質への曝露と健康への悪影響との関連を示し
ているが、必ずしも唯一の原因であるわけではないこと
に留意する。

• 出生前後（胎児と乳児が曝露による影響に対して最も脆
弱な期間）の特に脆弱である期間を見極める。研究は、
海洋哺乳類の大量消費を伴う食事をしている妊婦、およ
び出産可能年齢の女性に対する汚染物質の影響に引き続
き焦点をあてるべきである。

• POPsの混合物と、それらが生殖の健康と免疫系に及ぼす
影響に関する中心課題となる研究を増やす。



リスク評価
• 汚染源をより適切に特定することや、リスク評価の全体
的な過程を改善するための研究を含め、汚染物質への曝
露による健康リスクの推定の不確実性を減らすために、
より多くの研究を実施する。

• 新しいリスク評価の方法とモデルを開発し、健康への影
響と曝露の間の関連を推定する諸研究計画間の調整を改
善する。

サプミのスウェーデン側山岳地帯での子牛のマーキング。これ
はトナカイの年間放牧サイクルの恒例の行事であり、寒い夏の
夜に行われる。

学際的研究
• One Healthの概念は、北極の環境変化に関連する複数の
課題に対処するための有用なアプローチとして発展した。
人間、動物、環境の健康は相互に関連し、相互に依存し
ているため、One Healthの概念は、これらの相互に関連
する健康に関する諸課題、それらが気候変化のようなス
トレス要因からどのような影響を受けるかについての知
識の統合を目指している。

• 北極で新たに懸念されている化学物質のレベル、曝露の
諸経路、健康への影響、生活様式への影響、汚染物質以
外の他のストレス要因（気候変化など）との相互作用な
どを調査する新たな共同研究を実施する。

• 汚染物質の野生生物の健康への影響についての理解を深
める。これには、曝露された野生生物の人獣共通感染症
の増加や、人間の消費者へのリスクの増加につながる可
能性のある免疫抑制効果が含まれる。北極の温暖化と永
久凍土層の融解は、汚染物質への曝露と、北極における
人獣共通感染症の蔓延の増加に影響を与える可能性があ
る。

• 生涯にわたる汚染物質の蓄積や人獣共通感染症の病原体
への曝露、および野生生物とそれらを消費する人間の健
康への影響などの重要な問題について、学際的な研究を
実施する。

健康リスクを軽減するための行動
• さまざまなタイプのコミュニティに対する最適なコミュ
ニケーション戦略の理解を深めるために、さまざまな健
康メッセージに関する伝達媒体と発信者との組み合わせ
の影響を評価する。リスクコミュニケーションにおける
ソーシャルメディアの有効性に関する研究も役立つであ
ろう。

• 健康についてのコミュニケーションとリスクの認識に関
するより多くのデータを収集して、他の地域の結果や北
極諸国内での結果と比較する。複数の地域からのデータ
は、文化的妥当性を含むベストプラクティスを特定する
のに役立ち、それによって特定の地域コミュニティの
ニーズに適合させて使用できる。



新たな研究に
関する取り組み

強化に関する
メッセージ

知識のギャップに
関する取り組み

推奨事項

北極の人々の健康への影響に関する AMAP
Assessment 2021: Human Health in the Arctic
（AMAP評価2021：北極の人々の健康）の研究結果、
そしてそれ以前のAMAP評価に基づいて、AMAPは
以下を推奨する。

１ 発生源での汚染物質の削減または除去
• 北極諸国およびストックホルムと水俣条約のすべて
の締約国は、POPsと人為的な水銀排出を世界的に除
去するための措置を強化および加速する必要がある。

• 北極諸国は、国内政策および国際協定を通じて、
PFASなどの新たな北極の懸念のある化学物質を削減
または除去するための措置を講じる必要がある。

２ 健康的な食品の選択を促進する
• 伝統的な田舎や地元の食物および店頭で購入する西洋
型食品を最大限に活かすために、政府は、たとえば、
汚染物質の少ない食品の消費を推奨することができる。
効果的なコミュニケーションにより、健康的な伝統的
な田舎や地元の食物（例えば、トナカイ/カリブー、
ジャコウウシ、羊などの魚や陸生動物）の使用を増や
し、高レベルの汚染物質を含むと考えられる食物や不
健康な食物の摂取を減らすことができる。

• 北極の人々のビタミンDとヨウ素のレベルを監視し、
サプリメントと栄養強化の必要性を評価する必要があ
る。

３ 北極社会における食料不安に関する監視と
取り組みを行う

• 食事が高価な店頭で購入した食品に移行し、気候変化
などの環境要因が伝統的な田舎や地元の食物の入手可
能性に影響を与えるため、一部の北極先住民において
食料不安が深刻化している。政府と非政府組織は、北
極社会における食料不安の監視に積極的な役割を果た
し、既存のベストプラクティスとモデルを習得した上
で構築した積極的な取り組みを共同で開発する必要が
ある。

４ 汚染物質への曝露、食事の変化、および健
康への影響に関するデータを収集するための取
り組みを拡大する

• 北極諸国と研究助成団体は、汚染物質への曝露、食事
の変化、栄養に関連する北極での生涯にわたる人間の
健康への影響について、より多くのデータの取得など、
情報のギャップを埋めるために取り組む必要がある。
北極の人間の汚染物質レベルと変化傾向に関するデー
タにも地理的なギャップがある。監視と研究を拡大す
る必要性は、食事に関して北極の先住民を評価した研
究がわずかしかないロシアで特に顕著である。

• 研究は、海洋哺乳類の大量消費を伴う食事をしている
妊婦、および出産可能年齢の女性に対する汚染物質の
影響に引き続き焦点をあてるべきである。北極で新た
に懸念されている化学物質のレベル、曝露の経路、健
康への影響、生活様式への影響、およびこれらの汚染
物質と外部要因との相互作用を研究するには、新たな
共同研究が必要である。人々がさらされているPOPsの
混合物と、それらが生殖の健康と免疫系へ及ぼす影響
にもっと焦点をあてるべきである。
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この文書は、北極監視評価プログラム（AMAP）によって作成されたものであり、必ずしも北極
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AMAP Assessment 2021: Human Health in the Arctic（AMAP評価2021：北極の人々の健康）は、2021年
にAMAPによって発行された数種の報告書や評価書のひとつである。気候と汚染の問題に関する詳細情
報については、これと以下のレポートを参照することを勧める。

• AMAP Assessment 2020: POPs and Chemicals of Emerging Arctic Concern: Influence of Climate
Change
（AMAP評価2020：POPsと北極で新たに懸念されている化学物質：気候変化の影響）

• AMAP Assessment 2021: Mercury in the Arctic
（AMAP評価2021：北極の水銀）

• AMAP Assessment 2021: Impacts of Short-lived Climate Forcers on Arctic Climate, Air Quality, and
Human Health
（AMAP評価2021：短寿命気候強制力因子が北極の気候、大気質、および人間の健康に及ぼす影響）

• AMAP Arctic Climate Change Update 2021: Key Trends and Impacts
（AMAP北極気候変化のアップデート2021：主な変化傾向と影響）
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